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【目 的】 造影CT検査におけるヨード造影剤急速静注時
に患者が感じる匂いと味について,その発生頻度と原因に
ついて検討することである.【方 法】 比較した造影剤
はイオプロミド (富士フィルムRIファーマ),イオメプ
ロール (エーザイ),イオパミドール (バイエル薬品),イオ
ヘキソール (第一三共),イオベルソール (富士製薬)であ
る.まず造影剤を直接嗅ぎ,匂いの有無を調べた.次に造影
剤静注時に感じた匂いと味の有無とその種類を患者に質問
した.対象は当院で造影CT検査 (600 mgI/kg)を行った患
者連続737名とした.さらに造影剤の親水性に関与する
OH基の数が匂いと味の有無にも関与するのかどうかを検
証した.統計解析にはFisherの正確確率検定で多重比較を
行った.有意水準はp＜0.05とした.【結 果】 イオプロ
ミドのみ直接匂いを感じたが,これはエーテル基が含まれ
るためである.静注時に匂いあるいは味を感じた頻度はイ
オプロミドが最も高く,味は24.3％で匂いは18.9％であっ
た.その他の造影剤では差がなかった.OH基が少ないほど
匂いと味を感じる頻度が高かった.匂いの種類で最も多い
のがアルコール (39％)で,味では苦味 (55％)であった.匂
いと味を感じることと急性副作用の発生には明確な関係を
見出せなかった.【結 論】 造影剤の種類によって患者
が匂いまたは味を感じる頻度には差があり,イオプロミド
に最も高頻度に認められた.この違いは造影剤のエーテル
基と親水性の違いによると推定された.
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